
 

 

 

＜申請書（様式（甲））の記載例（許可申請書（協議書）各条共通）＞ 

 

様式（甲） 

 

許 可 申 請 書 

協   議   書 

 

                                         （ 文 書 番 号 ） 

                                          平成  年  月  日 

 

 

 青森県知事 殿 

 

 

                              申請者：郵便番号 

住所                      

                                      氏名                   印 

                   電話番号 

 

 

 別紙のとおり河川法第２４条及び第２６条第１項の許可を申請します。 

 

 

 

 別紙のとおり河川法第２４条及び第２６条第１項に関し、同法第９５条の

規定に基づき協議します。 

 

 

 

  国等の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  関連する根拠条文をすべて記載 

すること。 

 

 

 

 

  国等の場合（「協議」） 

 

備 考 
  １ 申請者が法人である場合においては、氏名は、その法人

の名称及び代表者の氏名を記載すること。 
 ２ 氏名の記載を自署で行う場合においては、押印を省略

することができる。 

  



 

 

＜法２４条及び２６条の場合（工作物の新築等を含む占用の場合）の記載例＞ 

 

様式（乙の４）                                                           

 

（工作物の新築、改築、除却） 

 

１ 河川の名称        ○○川水系 ○○川 

 

２ 目   的    道路建設のため 

                          

３ 場   所        自：○○市○丁目○番地先 

                      至：○○市○丁目○番地先 

 

４ 工作物の名称又は種類        ○○線○○橋 

 

５ 工作物の構造又は能力        ○○橋 幅員○○ｍ 橋長○○ｍ 

                      上部工 ○○式 

                      下部工  橋台○○式２基、橋脚○○式○基 

                      橋脚保護工 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ○○㎡ 

 

６ 工事の実施方法        請負 

 

７ 工   期        許可の日から○年○月○日まで 

                    （同意の日から○年○月○日まで） 

 

８ 占用面積            ○○○．○○㎡ 

  工事中一時占用面積    ○○○．○○㎡ 

 

９ 占用期間        許可の日から○年○月○日まで 

                   （同意の日から○年○月○日まで） 

 

                           国等の場合（「同意」）                

                                 

                                      

 

  水系名及び河川名を明記するこ

と。                       

                            

  河川法第２６条の許可に係る行

 為の目的と当該許可に係る工作

 物のため必要とする土地の占用

 の目的が一致するように記載す

 ること。 

                   

                            

  地番又は地先まで明記すること 

  なお、占用が左右岸にまたがる

 場合は、左右岸に分けて記載す

 ること。                     

                             

  国等の場合 （「同意」）      

           

                              

 面積計算は㎡を単位とし、原則 

  として三斜法により小数点第３ 

  位まで求積計算し、合計面積は 

  小数点以下第３位を切捨てて記 

  載すること。                

                             

  当該占用の目的形態を考慮して 

 必要最低限の期間を記載するこ 

  と。（期間については、10年を 

 最長とするが、国又は地方公共 

  団体以外の場合は、最長５年で 

  申請するよう指導すること。） 

  一時的な占用以外の占用につい 

  ては、更新時の事務処理を考慮 

  し、○年３月３１日までとする 

  こと。                     
備 考 
  １ 「（工作物の新築、改築、除却）」の箇所には、該当す

るものを記載すること。 
 ２ 河川管理者以外の者がその権原に基づき管理する土地に

おける工作物の新築、改築又は除却にあっては、「占用面
積」及び「占用の期間」については、記載しないこと。 

 ３ 許可を受けた事項の変更の許可にあっては、変更しない

事項についても記載し、かつ、変更する事項については、

変更前のものを赤色で併記すること。 



 

 

河川法第２６条第１項に係る申請書の「目的」及び「工作物の名称又は種類」の記載例 

目   的 名 称 又 は 種 類 構 造 又 は 能 力（概 略） 

 

道路 

 

 

 

 

鉄道 

 

 

送電 

 

通信 

 

雨水・汚水排水 

 

 

 

 

上水道 

下水道 

 

 

 

 

ガス供給 

交通対策 

 

 

標識 

水防 

 

通路 

 

 

 

測量 

 

保安 

 

 

 

国県市町村道○○線 

 

国県市町村道○○線○○橋 

 

 

○○線○○橋梁 

 

 

○○送電線（○○橋添架） 

電柱・支柱・支線 

通信ケーブル○○線 

      （○○橋添架） 

○○樋門 

 

○○樋管          

 

○○水路 

上水道配水管 

下水道配水管 

公共下水道函渠 

○○幹線 

○○横断サイホン 

○○河底横過トンネル 

ガス配管 

交通信号機 

安全標識 

カーブミラー 

案内表示板 

○○水防倉庫 

水防用資材置場 

進入路 

坂路 

 

階段 

測量基準点 

測量水準点 

街路灯 

防護柵 

 

 

幅員○ｍ 延長○ｍ コンクリート舗装○㎡ 

側溝Ｌ型○ｍ ガードレール延長○ｍ 

○○橋 幅員○ｍ 橋長○ｍ  

上部工○○式  

下部工  橋台○○式 橋脚○○式○基 

○○橋 幅員○ｍ 橋長○ｍ        

上部工○○式                      

下部工  橋台○○式 橋脚○○式○基 

○○線 ○条 延長○ｍ  鉄塔 高さ○ｍ ○基 

コンクリート本柱○本 支柱○本 支線○条○ｍ 

○○線 ○条 延長○ｍ 

 

樋門本体 コンクリート造 ○ｍ×○ｍ 延長○ｍ 

最大排水量○ｍ３／ｓ 

樋管本体 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 外径○ｍ 全面ｺﾝｸﾘｰﾄ巻立延長○ｍ

最大排水量○ｍ３／ｓ    

鉄筋コンクリート造 ○ｍ×○ｍ 延長○ｍ    

鋳鉄管 外径○ｍ 延長○ｍ 

鉄筋コンクリート管 外径○ｍ 延長○ｍ 

   

鉄筋コンクリート造 ○ｍ×○ｍ 延長○ｍ 

 

 

ガス管  外径○ｍ 延長○ｍ  

コンクリート柱φ○ｍ 高さ○ｍ ○本 

鋼製柱φ○ｍ 高さ○ｍ ○本 感知式  

鋼製柱φ○ｍ 高さ○ｍ ○本 

鋼製柱φ○ｍ 高さ○ｍ ○本 

木造トタン葺き平屋建 建面積○㎡ 

コンクリート枠○ｍ×○ｍ ○㎡ 土量○ｍ３ 

幅○ｍ 延長○ｍ ｺﾝｸﾘｰﾄ擁壁○ｍ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装○㎡ 

幅○ｍ 延長○ｍ 堤体保護工 ｺﾝｸﾘｰﾄ壁○ｍ 

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装○㎡ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ造 幅○ｍ 延長○ｍ 法面保護工 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ○㎡ 

金属標 ○ｍ×○ｍ×○ｍ ○箇所 

金属標 ○ｍ×○ｍ×○ｍ ○箇所 

鋼製柱φ○ｍ ○ｗ ○本  支柱・支線○ｍ ○本 

ネットフェンス Ｈ＝○ｍ 延長○ｍ 

 

 

 

 


